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　Abstract : This study was carried out for the purpose of elucidating the difference of

vegetative growth under different day･length in the yearlings of various broad･ leaved trees

in Japan.　This ｅχperiment　using　the yearlings　of Hibiｓｃｕｓ Ｍｏｓｃｅｕtｏｓ, Ｃａt�ｐａ　ｏｖａtａ．

Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏｎ ａｍｕｒｅｎｓｅ Ｈｏｖｅｎｉａ ｄｕlciｓ， Ａｃｅｒ tｒｉｆｉｄｕｍ, Albi･ｚｚia jｕlihｒiｓｓin Ａｔ>ｆｉａｎａｎthe

asper‘a, Dioｓbiｒｏｓ KafeiｖａＴ･　ｓｙl'ｕｅｓtｒtｓ Rhｕｓ ｓｙl'ｕｅｓtｒｔｓ and Ｃｏｒｎｕｓ ＫｏＫｓａ ａs material was

carried on in the faculty of agriculture, Kochi University. These yearlings were grown under

8, 24 hours photoperiod and natural day･length for　140 days from June ２ to October 20. The

elongation ;of main shoot of these yearlings almost stoped　in 8 hours　photoperiod. The

elongation of main shoot of these yearlings normally grew with Ｓ curve in 24 hours photoperiod

and　natural day-length. It was considered that　these yearlings were considerably sensible

species to the photoperiodic condition and the‘ critical day･length for the elongation of main

shoot was longer than ８ hours photoperiod.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　論

　わが国の主要造林樹種であるスギ，ヒノキ，アカマツ，クロマツ，カラマツなどは，日長条件の

影響を著しくうけ，長日条件下でその生長が増大し，短日条件下で抑制されることかよく知られて

いる1~12)。

　とくに，アカマツについては，日長条件に対する生長反応か，稚苗の伸長生長，乾物重量生長，

各種の形態形成などについて,｀詳しく調べられている5･6･7･lo）。

　一方，その他の樹種については，外国産の樹種についておよそ100種ぐらい調べられている13）

が，日本産の樹種については比較的限られており，とくに，わか国に産する広葉樹類については，

今のところ，まだ，ほとんど調べられていない。

　この研究では，このような意味から，入手することのできた38種の広葉樹類（外国産10種を含

む）の日長条件に対する各樹種稚苗の生長反応について調べたものである。

　第１報では，これらの樹種のうち，とくに，短日条件下でその伸長生長がほとんどみられなかっ

た樹種について報告する。多くの稚苗を提供していただいた高知県林業試験場の関係各位に対して

心からお礼申し上げる。
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　　　　　　材料と方法・

　実験に用いた樹種は，アメリカフョウHibisｃｕｓ Ｍｏｓｃｈｅｕtｏｓ，キササゲＣａtａｌｐａｏｖａtａ，キハダ

Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏれａｍｕｒｅｎsｅ,ケンポナシＨｏｕｅｎtａｄｕlciｓ，トウカエデＡｃｅｒ tｒifidｕｍ，ネムノキ

Albtｚｚia　iｕHbｒiｓｓin,ムクノ牛Ａｐｈａｎａｎtｈｅ ａｓμΓａ，ヤマガキ,£）loｓｔiｒｏsＫａｋｉｖＭ。り1ひｅｓtｒiｓ，

ヤマハゼRhｕｓ ｓｙlひｅｓtｒiｓ，ヤマボウシＣｏｒｎｕｓＫｏtｔｓａの計10種である。

　　　－　これらの樹種は，高知県内に自生（キハダ，ケンポナシ，ネムノキ，ムクノ牛，ヤマガ牛，ヤマ

ハゼ，ヤマボウシ,），または植栽（アメリカフョウ，キササゲ，トウカエデ）されている母樹か

ら, 1976年9～11月に採種し，翌年２～３月に高知県林業試験場苗畑にまきつけ，発芽させたもの

である。

　同年５月12～27日の間に，これらの実生苗のうち，各樹種とも大きさのそろった個体をえらんで

掘りとり，高知大学農学部にもち帰り，直ちに，バーミキュライトを満した５万分の１のワグナー

ポットに移植した。　１ポットあたりの個体数は，どの樹種も8～10個体にそろえた。その後，全ポ

ットを室内におき，適当にかん水して活着をまち，６月２日から各種の日長処理を始めた。日長処

理を始めるまでに，樹種によっては枯死する個体も若干あったが，その都度補植した。

　日長処理は, 8, 24時間および自然日長の３種類で，10月20日までの140日間行った。８時間日

長区の稚苗は，毎日，午前９時から午後５時までの８時間を室外の太陽光のもとにおき，午後５時

から翌日の午前９時までの16時間は室内に運び入れ，暗幕によって光線を完全にさえぎった。24時

間日長区の稚苗は，８時間日長区と同様，毎日，午前９時から午後５時までの８時限を室外の太陽

光のもとにおき，それ以外の時間は室内に運び入れ，暗幕によって仕切られた暗室内で, 40W螢光

ランプによって終夜補光した。補光の明るさは，稚苗の地ぎわ面で約2001UXであった。自然日長

区の稚苗は，実験期間中，室外にそのままおいた。

　なお，移植後，１週間に１度ずづハイポネックス（Ｎ：1%, P2O5 ： ６ ％，Ｋ２０ ：１９％）の0.3

％水溶液を１ポットあたり200ccずつ与えたほか，個体が生長するのにともなって，１ポットあ

たりの個体数を５～６本に減らした。

　測定は，各樹種とも主軸長について，日長処理後ほぽ２週間ごとに計10回行い，10月24日に｡全材

料を掘りとって，苗高，主軸長，葉数，節数，根元直径，根長，葉乾重，幹乾重，地上部乾重，地

下部乾重などの測定を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果と考察

　,各樹種の各日長下での主軸長の伸長経過はFig. 1へ･10の'ようであった。また，日長処理後140

日目における各樹種の各日長下での主軸長，苗高，地元直径，葉数，葉乾重，幹乾重，地上部乾

重，地下部乾重, T―R率などはTable 1 のようであった。

　実験に用いた各樹種の主軸長の伸長経過をみると，全体的には，処理日数の経過とともに24時

間，自然日長区で伸長量が大となり，８時間日長区では全然伸長しないか，または，ほんの僅か伸

長したに過ぎない程度であった。

　これを樹種別についてみると，アメリカフョウ，キササゲでは，処理日数の経過とともに，24時

間，自然日長区とも，ほぽ，同じようにＳ字曲線を示して伸長して行ったが，８時間日長区では，

アメリカフョウが僅かに伸長したにすぎず，また，キササゲではほとんど伸長しなかった。

　キハダ，ケンポナシ，ヤマハゼでは，処理後100日目ごろまでは，24時間，自然日長区ともに，

ほぽ，同じようにＳ字曲線を示して伸長して行ったが，その後は自然日長区の伸長速度が低下した

のに対して，24時間日長区では，伸長速度かそれまでよりもむしろ大となった。このため，処理終
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Fig. 1. Growth of main shoot in yearling of Hibiｓｃｉ£ｓＭｏｓｃｈｅｕtｏｓａｔown

　　under various photoperiod.　０:24 hours photoperiod,　△:natural

　　day-length, R:8. hours photoperiods.
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Fig. 2. Growth of main shoot in yearling of　Ｃａtａｌｐａ　ｏりａtａｇてown under

　　various photoperiods.
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Fig. 3. Growth of main shoot in yearling of Ｐｈｅｌｌｏｄｅｎｄｒｏｎａｍｕｒｅｎｓｅｇｔown

　　　under various photoperiods.
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Fig. 4. Growth of main ShOot in yearling of HoｖｅｎｉａｄｕlciｓＳＴown under

　　　variousphotoperiods.

了時には両区の間に伸長量の差が生じた。一方，８時間日長区では，処理日数が経過しても，キハ

ダ，ケンポナシの両樹種とも，ほとんど伸長せず，ヤマハゼでは，処理日数の経過とともに，若

干，伸長したのに止まった。　｀゛“

　トウカエデ，ネムノキ，ムクノ牛，ヤマガキ，ヤマボウシでは，処理後日数の経過とともに，24

時間，自然日長区では，ともに，ほぽ同じように伸長して行ったが，その伸長速度は24時間日長区

の方が大きく，そのため，日数の経過とともに徐々にその差が開いて行った。８時間日長区では，

ヤマガキ，ヤマボウシでは，ほとんど伸長せず，トウカエデ，ネムノ牛，ムクノ牛では，若干伸長

したが，その伸長量は他の２処理にくらべてごく僅かであった。

　このように，この実験に用いた各樹種は，自然日長以上の白長条件下では正常な伸長，あるいは

それ以上の伸長を示すが，８時間日長という短日条件下では，その伸長が全く，あるいは，ほとん

ど行われないようになる樹種であるといえる。

　以上のことから，主軸の伸長に関しては，これらの各樹種は，ともに，８時間以上の時間に限界

日長が存在していると考えられ，日長条件に対して極めて鋭敏に感応する樹種であるといえよう。

また，以上の各樹種の伸長反応から，とくに，キササゲ，キハダ，ケンポナシ，ヤマガキ，ヤマボ

ウシなどは，日長条件に対して，より鋭敏な樹種であるように考えられる。

　なお，このような各樹種の日長に対する主軸の伸長反応は，乾物重量生長もともなっていること
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Fig. 5. Growth of main shoot in yearling of Ａｃｅｒtｒｔｆｉｄｕｍ　ＯＴownunder

　　various photoperiods.

忿

はTable l からも明らかである。

　このような短日条件下で主軸の伸長が極端に抑制される短日休眠型の樹種は，この実験に用いた

樹種のほか，フサザクラ，サンショウ，サルスベリ，メギ1o，アオギリ，センダン15）などについ

ても報告されている。

　これまでに知られているこのような短日休眠型の各樹種は，ともに，すべてか落葉樹であり，そ

の天然分布範囲は比較的限られているものが多い。今後は，短日休眠型以外の日長反応型を示す樹

種について，その生長反応を明らかにして行くと同時に，各樹種の天然分布と日長条件との関連性

についても明らかにして行く必要があろう。

／

φ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　1）わが国に天然分布または植栽されている多くの広葉樹類稚苗の日長に対する生長反応を調べ

･る目的でこの研究を行った。

　2）アメリカフョウ，キササゲ，牛ハダ，ケンポナシ，トウカエデ，ネムノキ，ムクノキ，ヤマ

ガキ，ヤマハゼ，ヤマボウ’シの計10種の種子より得た稚苗を, 8 , 24時間および自然日長下で140

日間生育させ，主として，その主軸伸長反応と日長条件との関係を調べた。

　3）各樹種とも，８時間日長下で主軸は全く伸長しないか，または，伸長してもその伸長量はほ

んの僅かであった。

　4) 24時間および自然日長下では，各樹種とも，処理日数の経過とともにほぼＳ字曲線を示す正

常あるいはそれ以上の伸長を示した。

　5）これらの各樹種は，ともに，日長条件に対して極めて鋭敏な樹種であり，かつ，主軸伸長に

対して８時間以上の時間に限界日長が存在する短日休眠型の樹種であると考えられた。
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